
 
  
寒い日が続いていますがいかがお過ごしですか。SSH 文系チームから，SSH 便り第 10 号の

発行です。 

今回は，来月本校で行われる『 SSH 研究成果発表会 』についてのお知

らせです！ 
 SSH 研究成果発表会は，全国 200 校ある SSH 指定校それぞれで行っている課題研究の成果

発表の場です。本校では 2 月 13 日（月）に開催されます。専門家や県内の小中高校の先生方

をお招きし，本校 SSH の研究成果を発表する場になります。1，2 年生のみなさんも 5，6 校

時にディスカッションに参加してもらいます。 
現在本校 SSH では 26 チーム，26 研究が活動しています。研究発表に向けて着々と準備を

進める韮高生にインタビューし，皆さんにその様子と意気込みをお伝えしようと思います。1
年 6 組，2 年 6 組から計 4 つのチームに答えてもらいました。 
インタビューで聞いた内容は，①研究内容 ②研究の進み具合 ③苦労していること 

④研究成果発表会への意気込み，の 4 点です。 
 
1 つ目は 2 年 6 組から，『傘ラジオの製作』を

テーマに研究しているチームのみなさんです。

昨年度から継続して研究しており，傘ラジオの

電線の巻き数と音量の関係を見つけることが出

来たなど，研究は順調に進んでいるようです。

研究成果発表会では，「自分たちの今まで研究し

てきたことをたくさんの人にしっかり伝えられ

るように頑張りたい」と意気込みを語ってくれ

ました。 

2 つ目のチームは１年６組から，『プラナリ

アの再生』をテーマとしている皆さんです｡ 
可視光線とプラナリアの関係について研究し

ており，実験装置は手作りだそうです。その

装置が失敗の連続であったり，プラナリアの

採取がうまく出来なかったりと，実験には苦

労したそうです。研究の進み具合はあまり良

くなく，急ピッチで進めているようですが，

「研究成果発表会では，たくさんの方が私達

の研究に興味を持ってくれたら嬉しい！」と

話してくれました。 
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3 つ目のチームは同じく 1 年 6 組から。『ニト

ロ化と火薬』を研究テーマとしているみなさん

です。右の写真では，「ニトロセルロース」とい

う物質を作って燃やす実験をしています。実験

が失敗したときの原因を探すことに苦労したそ

うですが，研究成果発表会では，「『ニトロ化』

を理解して貰えるように一生懸命説明したい」

と語ってくれました。  
 
最後は，『シアノバクテリアの窒素固定』を

テーマに研究している，環境科学部の相原柊介

さんにインタビューしました。この研究では，

培養条件や窒素固定条件について調べているそ

うです。高度な内容を日々研究し，学校内外で

活躍している，自然科学系三部の皆さんの発表

にも注目です！  
研究発表をする皆さん，悔いのない発表ができ

るようがんばってくださいね。 
 

 
皆さんこんにちは！「SSN（スーパーサイエンスニュース）」 

のコーナーです。 
 

 このコーナーでは，サイエンスにまつわる興味深い話題，面白い出来事などを皆さんにお伝
えしていきたいと思っています。 

 
第四回目は… 

「SS-520 4号機」について紹介します。 

「世界最小ロケットの打ち上げ」として新聞やテレビなどで

大きく報じられたのがこのロケット。皆さんもご存知だと思い

ます。JAXA によって開発・打ち上げされた全長 9.5 メート

ルの観測ロケットです。つい最近も打ち上げられた日本の主力

ロケット「H-ⅡA」は全長 53 メートルなので，SS-520 が

いかに小さいかがわかります。また，もうひとつの特徴は部品

の一部に民生品が使われていることです。この「小ささ」と「民

生品」の活用により，ロケットの製造コストを低く抑えること

ができ，企業などが手軽に衛星を打ち上げられるようになるこ

とが期待されています。しかし皆さんもご存知のとおり，残念

ながら打ち上げ実験は失敗してしまいました。その原因はまだ

調査中で詳しいことはわかりませんが，日本の宇宙産業の発展に寄与することは間違いありま

せん。これからも期待していきましょう！！ 

 

（文責 2 年 6 組 飯田麟太郎，植松浩貴，秋山涼風，荒木優里，伊藤恵子） 
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